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＊木工関連の材料やサービスについて、一部扱っていないホームセンターもあります。
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マルチインパクト
ドライバー

インパクト
ドライバー

パワーカッター

◎木材の直線カットには、パ
ワーカッターが威力を発揮。

◎木ネジを締めるときの下穴あけにはマルチ
インパクトドライバー、木ネジ締めにはインパ
クトドライバ－を使用。マルチの方は１台で二
役するスグレモノ。

こだわ
りの
ポイント

取材協力／オージョイフル西神戸店
電動工具／松下電器産業（株） 

世
界
に
ひ
と
つ
だ
け
の

わ
が
家
の
郵
便
ポ
ス
ト
を
作
ろ
う
！

(1)木材/ポプラ集成材 (2)銅版（厚さ0.1）
(3)ポリ板（低発砲ポリエチレン板・厚さ2.4）
(4)木製切り文字 (5)マグネットキャッチ 
(6)蝶番（32）×３コ u木製ツマミ 
(7)木ネジ（30・24・8）

(1)電動工具（パワーカッター、マルチインパクトドライバー、インパクトドライバー）
(2)クランプ (3)キリ (4)モノサシ (5)ハタガネ (6)カナヅチ (7)カンナ (8)ドライバービット
（下穴あけ用・プラス・木工用） (9)鉛筆 (10)コンパス (11)サンドペーパー (12)カッターナイフ
(13)合成ゴム系接着剤 (14)ハサミ (15)木工用ボンド (16)強力防水用両面テープ 
(17)プラスドライバー (18)ノコギリ (19)自在ノコ（木工用）(20)カネジャク (21)ハンドサンダー
(22)2丸棒《ペイント用》(23)ハケ (24)バケツ (25)水性多用途塗料（ニースブルー） 
(26)木部保護塗料（クリア） (27)マスキングテープ

木材に図面どおりにスミ付けして、パワーカッターでカット
する。（ホームセンターでカットしてもらえるところもありま
す）カット後の木口をハンドサンダーで磨いておく。

ポストの口の部分の、四隅を木工ボンドで接着。ハタガネ
で固定し額縁状に組む。額縁の角はカンナで面取り。

箱の本体を組み立てる。
㈰側板の上部を型紙に合わせて波型に自在ノコかジグ
ソーで切る。㈪底板と背板、側板を木工用ボンドで接着し
てから、マルチインパクトドライバー（下穴）、インパクトドラ
イバー（木ネジ）で取り付ける。

波型の部分に、屋根受けのサンを木工用ボンドで4本取
り付ける。（ハタガネで固定）

ヒサシ板の前側の木口を、カンナで丸く削る。ポリ板の乗
る部分を2.4の深さにノミで落とし、奥側の左右の角に切
込みを入れる。本体の箱にヒサシ板を取り付ける。

ポリ板を波型に曲げやすくするため、カッターナイフで5幅
の切れ目を入れる。

屋根の波型サンの上に、ポリ板を合成ゴム系接着剤で
貼り付け、上から木ネジ（8）でとめる。（インパクトドライバー）

強力両面テープを屋根の幅に切って、ヒサシの下側まで
全面に貼る。

銅版を屋根の大きさに合わせて、カッター
ナイフで切り、両面テープの上に貼り付ける。

ポストの口とトビラ板を蝶番でとめてつなぎ、ポストの口の
裏側にトビラ取り付け板をとめる。木口の左右に木工用
ボンドを付けて本体にはめこむ。

トビラ取り付け板と本体をマルチインパクトドライバー（下
穴）、インパクトドライバー（木ネジ）でとめる。

トビラの内側と本体の底板にマグネットキャッチを取り付
け、トビラの外側下部に木製ツマミを取り付ける。好みの
色にペイントした後、トビラにネームなどのキリ文字を貼り
付ける。

屋根の波形の曲面を
美しく仕上げる
この郵便ポストは、曲面の屋根が
魅力のポイント。美しく仕上げるた
めのポイントを石原先生が指南。

■ポリ板を波形に曲げる
ポリ板は、銅板貼りの下地になるので、きれいな曲面に貼る事が大切。平
面で固い素材のポリ板を波形に曲げるには、カッターナイフで切り込みを
細かく入れ、その後、丸棒を使って曲面に曲がるように波形のクセをつける。

■銅板をきれいに貼る
最後の仕上げ・銅板貼りは、ゆがみや貼りムラができないよう
に、ヒサシ板の下部から貼り始め、貼り終わりは背板に少しか
かるくらいまで、両面テープを1列ごとめくりながら貼り面を広
げていく。貼れた部分は銅版の上から布でこすり銅版にシワ
ができないよう注意。最後に、左右の両端を板などで銅板をた
たき延ばしながら、側面のポリ板の厚み部分に打ち付けて始
末する。

屋根の波形の描き方
フリーハンドで自分の好きな曲線を
描いてもいいですが、コンパス1本
で図のような描き方もできます。

切り文字の付け方
ネームなどの切り文字は、木工
用ボンドで貼り付けます。

■屋根のベースから
　曲線状に磨く
側板の上部・波線部分に屋根受
けのサンを4本取り付けたら、側板
の波形になった木口全体と、サン
の上部、側板とサンとの接着部分
を、サンドペーパーでなめらかに磨
き、側板と屋根受けのサンが曲面
として一体化するように波形屋根
のベースを作る。

パワフルでスピーディーな電動工具を活用しよう

（単位ミリ）寸法図

●銅板　
0.1×303×302 1枚

303

302

●ポリ板
　2.4×300×152 1枚

300

152

400 50
450

272 272 272

100 50

14 14300

140

127

25

25

50 70
20

25
60

各
13

●ポプラ集成材　13×300×910 2枚

280 450

300

910

272

木目・天地方向

140
（側板の幅）

半径=107
25

25
50

C.L

●1

●1

●3 ●3

●3

●3●4

●4

●5

●5

●2

●2

●6

●6

●7 ●7

●7
●7

●8 ●8

●8

●8

●9

●9

●0

●0

●q

●q

蝶番

銅板（左右各1は折り返す）

【作品デザイン・設計／日本日曜大工クラブ会員　中島　清 先生】
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①両面テープを貼る ②布でこすりながら貼る

③背板まで巻く ④板で延ばして側面に貼る

屋根受けのサン板
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